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 本研究の目的は、小学校生活科町探検学習において、表現活動を工夫するこ

とで、子どもたちの地域に対する興味・関心を引き出し、「地域への愛着」を育

むことができるのか実践研究を通して検証し、その成果と課題を明らかにする

ことである。まず、先行研究などから、表現活動の工夫点に関し、「選択性」「共

有性」「連動性」の三つの視点が重要であると見出した。その三つの視点から表

現活動の具体的手だてを構想・工夫し、二つの町探検実践を行い、子どもの姿

から分析・考察を行った。 

 本研究を通して、「選択性」、「共有性」、「連動性」の三つの視点を取り入れ、

工夫した表現活動は、子どもの地域への興味・関心の高まりや学習への意欲を

高めることを明らかにした。一方で、単元後のアンケート調査の結果からは、

地域に住む「人」に対する愛着の高まりについては課題が残る結果となった。

今後は本研究の結果を踏まえ、より体験活動と表現活動の双方を意識した実践

をさらに追及していきたい。 

 


